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12月末現在の会員数553人
（男性363人・女性190人）

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

「
就
業
の
機
会
と
確
保
に
努
め
る
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
並
び
に
役
職
員
の
皆
様
、
沖
縄
市
当
局
そ
し
て
関
係
各
位

の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
シ
ル
バ
ー
事
業
に
対
し
、
格
別
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
三
年
、
終
焉
を
期
待
し
た
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
は
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
地
域
経
済
等
の
担
い
手
と
し
て
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
時
代
の
変
化
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
少
子
高
齢
化
社
会
、

ひ
い
て
は
環
境
問
題
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
社
会
参
加
へ
の
期
待
と
、
そ
の
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
よ
り
生
き
が
い
対
策
の
充
実
を
求

め
て
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
を
堅
持
し
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
し
て
就
業
で
き
る
よ
う
、
そ
の
機
会
と
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
幸
多
き
新
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

令
和
五
年

元
旦

新
春
を
迎
え
て

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

上
原

秀
雄

仲
宗
根

正
史

事
務
局
職
員
一
同

シルバー人材センターの理念

・日 時 令和５年１月４日（水）

午前９時～

・場 所 シルバーセンター事務所前

「安全祈願祭」
２０２３
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上
原
秀
雄
理
事
長
、
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
ら
役
職
員
は
12
月
２
日
、
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長
と
瑞
慶
山

良
一
郎
沖
縄
市
議
会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
表
敬
訪
問
。
席
上
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の

『
令
和
４
年
度
定
時
総
会
』
で
採
択
さ
れ
た
各
自
治
体
へ
の
「
支
援
要
請
」
を
踏
ま
え
た
当
セ
ン
タ
ー
独
自

の
支
援
要
請
書
を
ま
と
め
、
桑
江
市
長
と
瑞
慶
山
市
議
会
議
長

へ
同
要
請
書
を
手
渡
し
た
。
（
要
請
文
は
次
面
に
全
文
掲
載
）

「セ ン タ ー 事 業 推 進 に 支 援 を 」
上 原 理 事 長 ら 沖 縄 市 と 市 議 会 に 要 請

第
10
回

理
事
会

「
訪
問
介
護
事
業
」
終
了
へ

理
事
会
で
承
認

第
10
回
理
事
会
が
12
月
20
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
平
成
13
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
訪
問
介
護
事
業
」
の
終
了
に
つ
い
て
審
議
。

同
事
業
を
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

同
事
業
は
、
重
要
な
役
割
を
担
う
と
い
う
期
待
が
あ

り
、
県
内
で
は
当
セ
ン
タ
ー
だ
け
の
独
自
事
業
と
し
て

開
始
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
様
々
な
難
題
に
ぶ
つ
か
り
、

運
営
は
い
ば
ら
の
道
を
た
ど
っ
た
。
上
原
理
事
長
は
、

22
年
間
続
い
た
同
事
業
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
「
累
積

赤
字
が
増
大
す
る
ば
か
り
で
、
解
消
す
る
目
途
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
や
む
を
得
ず
今
年
度
で
終
わ
り
に
し

た
い
」
と
提
案
、
了
承
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
大
き

な
異
論
は
な
く
承
認
を
み
た
。

桑江沖縄市長（写真左）に「要請

書」を手渡す上原理事長

（写真右から）瑞慶山沖縄市議会

議長、上原理事長

市議会議長へ要請

沖 縄 市 長 へ 要 請

（写真右から）藤山勇一市議会副議長、瑞慶山市

議会議長、上原理事長、浜比嘉副理事長

（写真右から）仲宗根正史事務局長、浜比嘉副理

事長、上原理事長、桑江沖縄市長

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

８
人
（
男
性
６
人
・
女
性
２
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の

結
果
12
月
20
日
現
在
の
会
員
数
は
５
５
３
人
（
女
性
１

９
０
人
・
男
性
３
６
３
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
11
月

の
退
会
者
は
３
人
。

令
和
４
年
11
月
実
績
で
は
、
会
員
数
５
４
５
人
で

４
人
の
微
増
（
０
％
）
、
就
業
実
人
員
３
３
２
人
で
７

人
の
増
（
２
％
）
、
就
業
延
人
員
３
２
４
２
人
で
４
９

５
人
の
減
（
▲
15
％
）
、
配
分
金
約
１
８
４
６
万
円
で

約
１
８
１
万
円
の
減
（
▲
９
％
）
、
契
約
金
額
約
２
２

９
５
万
円
で
約
２
８
４
万
円
の
減
（
▲
12
％
）
と
な
っ

た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）
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我
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
て
い
る
中
で
、
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活

躍
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に

密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の

活
性
化
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

企
業
に
お
い
て
は
、
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会

の
確
保
が
努
力
義
務
と
さ
れ
る
一
方
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
人
手
不
足
分
野
等

で
の
就
業
機
会
の
開
拓
・
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
や
地

域
ご
と
の
実
情
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
取
組
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
完
全
に
収
束

し
な
い
と
い
う
状
況
で
す
が
、
国
の
施
策
の
実
現

や
、
地
方
自
治
体
の
施
策
、
地
域
社
会
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
私
た
ち
は
今
、
平
成
三
十
年
度
か

ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
七
年
間
を
期
間
と
す
る

「
第
二
次
会
員
百
万
人
達
成
計
画
」
を
踏
ま
え
、

会
員
拡
大
、
と
り
わ
け
女
性
会
員
の
拡
大
や
企
業
退
職

（
予
定
）
者
層
へ
の
働
き
か
け
の
強
化
の
取
組
を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
八
十
歳
を
超
え
て

も
活
躍
で
き
る
就
業
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
の
安
全
就
業
を
確
保
し
、
国

が
定
め
た
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
し
つ
つ
、

①

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
、
介
護
施
設

の
介
護
の
周
辺
業
務
の
切
り
出
し
等
に
よ
る
要
支
援
高
齢

者
に
対
す
る
支
援
事
業

②

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
い
手
な
ど
子
育
て
中
の
現

役
世
代
や
子
供
た
ち
へ
の
支
援
事
業

③

人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
地
元
企
業
に

向
け
た
シ
ル
バ
ー
派
遣
等
の
事
業

④

空
き
家
管
理
・
墓
地
清
掃
、
遊
休
地
を
活
用
し

た
農
園
事
業
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業

等
を
重
点
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
と
就
業

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
五
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
補
助
金
等
の
確
保
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

特
に
、
国
に
お
い
て
は
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
し

た
補
助
金
の
確
保
、
ま
た
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村

に
お
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
す
が
、
国

の
補
助
金
と
同
額
以
上
の
補
助
金
の
確
保
や
、
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
市
区
町
村
等
の
公
共
か
ら
の
事
業
発

注
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
十
月
に
導
入
予
定
の
消
費
税
に

お
け
る
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」

が
施
行
さ
れ
る
と
、
免
税
事
業
者
で
あ
る
会
員
と
取
引
関

係
に
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
当
額
の
新

た
な
税
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
公
益
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
収
支
相
償
が
原
則
で
あ
り
、
新
た
な
税

負
担
は
ま
さ
に
死
活
問
題
と
な
る
た
め
、
安
定
的
な
事
業

運
営
が
可
能
と
な
る
措
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

地域社会に貢献するシルバー人
材センターの決意と支援の要望

年末年始の交通安全県民運動を控えた12月８日、シルバーワークプラザ大会議室で

沖縄警察署による高齢者交通安全講習会が開催された。高齢運転者の安全運転意識を

高め、交通事故防止を図ることを目的に開催されたもので、公園草刈班や回収班の会

員ら21人が受講した。沖縄署によると「高齢ドライバーの事故の約３割は出会い頭事

故で、そのうち

約65％は信号の

ない交差点で発

生している」という。その

ため、見通しが悪い交差点

では「徐行」、一時停止の

標識がある交差点では「一

時停止」でしっかり安全確

認することを強調した。

高
齢
者
交
通

安
全
講
習
会



連
合
と
の
合
同
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
12
月
５

日
、
馬
場
・
若
夏
・
明
道
の
３
公
園
で
実
施
さ
れ
た
。
連
合

の
我
那
覇
宗
孝
指
導
員
は
「
熱
中
症
も
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ

で
、
早
め
の
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
た
ほ
う
が
よ
い
。
年
末

を
控
え
、
気
が
緩
み
が
ち
に
な
り

飲
酒
機
会
も
増
え
る
。
適
量
飲
酒

で
健
康
管
理
を
」
と
話
し
た
。
仲

里
栄
信
安
全
推
進
員
は
「
今
年
も

残
り
少
な
い
中
、
安
全
就
業
で
締

め
く
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
引
き
締

め
た
。
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第２回総務委員会が11月29日、シル

バーワークプラザ執務室で開催され、

「訪問介護事業」について審議。最初

に、仲宗根正史事務局長が事業参入の

経緯から今日に至るまでの事業運営な

どについて説明し「法制度改正や民間

事業者との競合などで赤字運営が続き、

また新たにインボイス制度の導入が予

定されているため、事業継続は極めて

困難な状況にある」と報告。その後、

委員らはより詳しい内容説明を求めた

うえで「事業継続は困難」との意見一

致をみた。

（右から）仲里栄信副委員長、、仲宗根正史事務局

長、城間勇太担当事務局員、小橋川啓委員長、渡口

正美委員、高吉満弘委員

令和４年度第４回安全・適正就業委員会が12

月13日、シルバーワークプラザ執務室で開催さ

れた。冒頭、小橋川啓委員長が「就業中の会員

へのクレームが寄せられている。これにどう対

応すべきか、適切なクレーム処理のあり方につ

いて審議し、再発防止を図っていきたい」と要

望。城間担当事務局員から直近２件のクレーム

内容報告の後、会員が「安全・適正就業基準」

を遵守することや業務内容を的確に把握する必

要性などが話し合われた。今後は、就業会員の

安全・適正就業講習や接遇マナー講習を定期的

に実施し、安全で適正な就業につなげていくこ

とを確認した。

安全就業で年の締めくくりを
連合と合同安全パトロール実施

砂川晃草刈班（明道公園）

具志堅馨草刈班（馬場公園） 島袋樽治草刈班（若夏公園）

第 ２ 回 総 務 委 員 会 開 催

第４回安全・適正就業委員会

（右から）塩川初江委員、喜納愛子委員、与座由佳 担当事務

局員、東條正躬委員長、仲宗根弘委員、 仲宗根正史事務局長


